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安浦地区生活バス運行事業者選定プロポーザルの結果について 
 

１ 趣旨 
  呉市では，安浦交通株式会社から令和２年９月末をもって退出申出があった安浦地区生活
バスについて，現行の生活バス路線の再編を図り，住民ニーズや利用実態に応じた生活バ
ス路線を構築し，地域に密着したバス路線として引き続き運行します。 

  そのため，バス運行事業者から当該路線の運行に係る企画提案を募り，経費の低廉性，運行
の安全性及び実現性等を総合的に審査し，当該路線の運行に最適な事業者を選定することとし
ました。 

 

２ 公募事業の概要 
 

(1) 公募路線 

  安浦地区生活バス 
 

(2) 運行の概要 

①運行期間 

令和２年１０月１日（木）～令和３年３月３１日（水） 

 （※以降，特段の事由がない限り，１年ごとに継続して運行） 
 

②運行方法 

 道路運送法第４条に規定する「一般乗合旅客自動車運送事業」の許可に基づく運行 
 

③運行車両 

 市所有車両を無償貸与（予備車両含む） 
 

④パスピーシステム及びいきいきパス 

新規導入 
   

   

⑤その他（収支不足に対する対応） 

呉市は，事業者に対し，路線運行に係る経常収益が経常費用を下回る場合は，予算の 

範囲内でその差額を負担 

  

(3) 参加資格要件（次の要件を全て満たす事業者） 
 

①過去３年間において，地方自治法施行令第１６７条の４第２項各号のいずれかに該当
する行為（不正行為等）をした者でないこと。 

  ②会社更生法第１７条の規定に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法第２１条の
規定に基づく再生手続開始の申立てがなされていないこと。 

  ③国税及び地方税に滞納がないこと。 
  ④道路運送法第４条第１項の規定に基づく一般旅客自動車運送事業の許可を受け，一般

乗合旅客自動車運送事業を経営する者又は運行開始日までに当該事業を経営できる者
であること。 

⑤呉市内に本店を有する者であって，事故の発生や車両の故障等の不測の事態により，
業務の遂行に障害が発生した場合における乗客の安全確保や関係機関への連絡，代替
車両の手配等迅速な対応が可能なものであること。 

  ⑥PASPY 運営協議会に加盟していること（運行開始までに加盟することが確実に見込ま
れる場合を含む。）。 

 

３ これまでの経緯（公募スケジュール） 
 

○令和２年 ７月 ６日  プロポーザル実施要領等の公表 
 

○令和２年 ７月１０日  プロポーザル参加表明書提出締切 
 

○令和２年 ７月１６日  事業者からの質疑書提出締切 
 

○令和２年 ７月２７日  応募申込書等の提出締切 
 

○令和２年 ８月 ６日  呉市生活交通運行事業者選定委員会開催 

             （企画提案内容の審査及び運行事業者（候補者）の選定） 
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４ 審査方法 

(1) 審査に当たっては，学識経験者等で構成する呉市生活交通運行事業者選定委員会を設

置し，専門的な知見等からの意見を聴取した上で，運行事業者（候補者）を選定 
 
 

【呉市生活交通運行事業者選定委員会委員】                 （敬称略，順不同） 

区分 所属・役職等 氏  名 

委 員 長 呉市副市長 濱里  要 

副委員長 呉工業高等専門学校 環境都市工学分野 教授 神田 佑亮 

委   員 

公認会計士 大上  功 

公益社団法人 広島県バス協会 専務理事 赤木 康秀 

呉市財務部参事 熊谷 智哉 

呉市都市部長 近藤 昭博 
 

 

(2) 選定委員は，企画提案内容を次に掲げる項目ごとにＡからＥの５段階で評価し選定 
 

審査項目 内  容 

①運行経費の低廉性 令和２年度から令和４年度における運行経費 

②運行の安全性 安全確保，労務管理，車両整備体制等 

③運行の実現性 営業設備の確保，人員体制等 

④利用者へのサービス性 接遇，利便性向上・利用促進に係る方策等 

⑤運行の安定性 会社の経営状態 

⑥その他 事業者からの提案等 
 

 

５ 選定結果 

  ２者から企画提案書が提出され，呉市生活交通運行事業者選定委員会において，企画提

案内容を審査した結果，次の事業者が各公募路線の運行事業者（予定）として選定されま

した。 
 

 【運行事業者（予定）】 

  富士交通株式会社（呉市本通６丁目５番１号） 
 

 

   


